
ガバナンス

　企業を取り巻くビジネス環境が複雑化・多様化するなか、ファイントゥデ
イグループはパーパスや経営戦略に即したリスクマネジメント体制の構
築・強化を進めています。また、中長期ビジョン「Fine Today & Tomorrow 
����」においても、「リスク・機会の統合」を重要な��項目の�つに掲げて
います。
　今後も、企業価値向上を阻害するさまざまな不確実要素をグループ
一体となって適切に管理することで、リスクが顕在化し危機が生じた際
の損失を最小限に留めるとともに、ステークホルダーの資産・利益を守
ります。これによって企業の社会的責任を果たし、持続的に企業価値を
高めていきます。

　ファイントゥデイグループは、「リスクマネジメント委員会」を、倫理・
コンプライアンス委員会、ESG 委員会と並ぶ独立組織として位置付けて
います（→P��）。同委員会での審議・報告内容は、必要に応じて、ファイン
トゥデイホールディングスの代表取締役および取締役会に報告され、ま
た随時、内部監査室と共有をしています。
　同委員会は年 � 回開催し、ファイントゥデイグループの各事業部門が抽
出したリスクやその評価について、対応方針を策定するとともに、予防策

　ファイントゥデイグループは、リスクマネジメント体制の強化に向けて
教育・研修を実施しています。
　���� 年度以降は、リスクアセスメントの結果に基づき、重要なリスク
についてのeラーニングを継続的に実施していく予定です。また、BCP 訓
練、リコール対応訓練の実施も計画しています。

基本方針

リスクマネジメント体制

リスクマネジメント

の速やかな実施を促しています。なかでも重点リスクとして定義した��
項目については、同委員会の事務局が主導し、組織横断的に対策を実
施しています。「適切な保険」「リスク軽減策実行」を対応の�本柱として、
顕在化が危ぶまれると評価したものから対策を強化しています。
　緊急時には緊急対策本部を立ち上げて対応します。リスクごとに対応の
主管部門および支援部門をあらかじめ定め、緊急時は承認プロセスを省
略できるようにするなど、より迅速な対応が可能な体制を整備しています。
　今後は株式上場企業として基準を満たす全社的リスク管理体制を構
築すべく、段階的に整備を進める計画です。

重点リスク�� 項目のうち、以下 � 項目を高リスクとして優先的に対応。
● 自然災害
● 品質保証トラブル
● 風評トラブル

➀インシデントの発生件数、財務影響を把握できるレポートラインを確立。
定量的なリスク指標に基づき、アセスメント精度を向上。

➁メガトレンドや国際機関が発行するレポートなどで指摘された長期リ
スク、外部有識者の意見を踏まえ、リスク対応の強化が企業価値の向
上につながる「機会」を特定。IR 資料の内容を充実。

➂事業計画のKPI・予算および非財務指標とリスク指標を連動させ、統
合管理できるようダッシュボード化を推進。

役員、派遣社員、業務委託社員を除く全従業員
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とくに高リスクと考える重点リスク

リスク管理体制の高度化に向けた段階的取り組み（3ステップ）

リスクマネジメントに関する教育・研修

eラーニング

リスクマネジメントに関する教育・研修の実施状況（2022 年度）＜ファイントゥデイ＞
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